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現在，著者の北村らは静岡平野の完新統のボーリング
コア試料から遡上した津波堆積物の分布調査を行ってい
る（北村ほか, 2011）．この研究の実施に先立ち，本稿の
著者らは，2011年4月30日に仙台市若林区荒浜付近の3
地点で，東北地方太平洋沖地震による津波堆積物の現地
調査を行ったので，ここに報告する．これらの調査地点
は津波の遡上直前までは水田で，標高は約2 mである．

地点1は海岸線から1.01 kmに位置する（図1，2A）．
表面堆積物は層厚1 cm以下の黒褐色泥であり，乾痕が見
られる．流向と平行の断面（N25°W–S25°E）から見た
堆積層を図2Bに示す．遡上した津波堆積物は級化構造を
示す白色中粒砂層とそれを覆う塊状泥層から構成される．
砂層は明瞭な侵食面をもって旧地表面を覆い，層厚約
10 cmで，非常に良く分級され，平行葉理を持つ．砂層
上面はカレントリップル（波長6～8 cm，波高1～2 cm）
を呈し，海から陸へ向かう流れを示す．

地点2は海岸線から1.36 kmに位置する（図1，3A）．
図3Aに見られる自動車は津波に流された車両である．表
面地形にはカレントリップル（波長6～8 cm，波高1～
2 cm）が見られ，海から陸へ向かう流れを示す（図3B）．
流向と平行の断面（N70°W–S70°E）で堆積層を観察し
た．遡上した津波堆積物は級化構造を示す白色中粒砂層
とそれを覆う塊状泥層から構成される（図3B）．砂層は
明瞭な侵食面で旧地表面を覆い，層厚約20 cmで，非常
に良く分級され，平行葉理を持つ．砂層の下部には有機
質泥の同時礫が観察された．砂層上面はカレントリップ
ルを呈し，海から陸へ向かう流れを示している．

地点3は海岸線から1.88 kmに位置し（図1，4A），津
波に流された砂防林が見られる．表面地形は風紋を呈す．
流向と平行の断面（N70°W–S70°E）で堆積層を観察し

た．遡上した津波堆積物は級化構造を示す白色中粒砂層
からなり，泥層を欠く（図4B）．砂層は明瞭な侵食面で
旧地表面を覆い，層厚約7 cmで，非常に良く分級され，
平行葉理を持つ（図4B）．これらの3地点の砂層に共通
して見られる級化構造と平行葉理は，多くの遡上した津
波堆積物に見られる（例えば，藤原, 2007）．

以上の3地点において，アクリルパイプを堆積物に押
し込み，定方位で堆積物を採取した．今後は，これらの
試料について堆積学的解析を行い，津波堆積物の特性を
検討し，静岡平野の完新統のボーリングコア試料から津
波堆積物を検出する際の参考とする予定である．
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図1　位置図．A 仙台平野，B 調査地点．ともに地震後の画像で
ある．

Fig. 1　Index map.  (A) Sendai Plain, Miyagi Prefecture, (B) Study 
sites.
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図2　A 地点１の遠景．B 流向と平行の断面から見た遡上型津波
堆積物．

Fig. 2　(A) Landscape at site 1.  (B) Flow-parallel cross-section of 
the run-up tsunami deposit at site 1.
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図3　A 地点2の遠景．B 流向と平行の断面から見た遡上型津波
堆積物．

Fig. 3　(A) Landscape at site 2.  (B) Flow-parallel cross-section of 
the run-up tsunami deposit at site 2.
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図4　A 地点3の遠景．B 流向と平行の断面から見た遡上した津
波堆積物．

Fig. 4　(A) Landscape at site 3.  (B) Flow-parallel cross-section of 
the run-up tsunami deposit at site 3.


